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1 ．はじめに
本研究は，平成27年度国立大学改革強化推進補助金
事業，及び平成28年度東北大学高度教養教育・学生支
援機構ビジョン推進経費事業として，「実践的中国語
コミュニケーション能力を育成するためのブレン
ディッドラーニング用教科書及びその指導法と評価方
法の開発」を課題とするものである．
本事業は， 3 年計画で進めているが，まず，初年度
の平成27年度においては，東北大学の実授業を対象に
ブレンディッドラーニング（Blended Learning；以下
BL）の実証実験を行い，学習者のニーズ，効果的な
授業内容・学習活動を明らかにするとともに，東北大
学基礎中国語BL用教科書及びその指導法と評価方法
の設計方針を提案した（趙ほか 2016）．次に，本年度
（平成28年度）は，提案設計方針に基づく設計を行う
とともに，実教科書の開発に取り組んできた．なお，
来年度（平成29年度）は，教科書の指導マニュアルを
開発するとともに，実授業を対象に提案の有効性評価
実験を行い，モデル化を図る予定である．
そこで，本報告は，本事業の平成28年度の取り組み
として，開発経緯とともに，先の提案設計方針と本機
構紀要（第 3 号）に発表する本教科書の設計手法に基
づく開発の現状と成果について報告するものである．
2 ．産学連携による本教科書の開発経緯
本事業は，本年度実教科書の開発にあたり，本事業
の研究成果の社会への還元という観点から，そのため
の一つの方法として，開発費をすべて機構ビジョン推
進経費で賄うのではなく，産学連携事業として東北大
学と企業（出版社）による共同開発を提案している．
その理由は，開発費をすべて推進経費で賄う場合，
本教科書は，東北大学のみでの使用にとどまり，通常
の教科書のような他大学での使用が困難となる．一方，
本教科書を東北大学と企業（出版社）の共同出資によ
り開発すれば，通常の販売書籍として，他大学での使
用が可能となる．これにより，本教科書は他大学の中
国語教育にも役立てることができ，本研究成果の社会
還元が可能となる．
こうした提案を踏まえて，本事業は今年度の事業経
費を申請するとともに，次のような出資方法で産学連
携による共同開発を行うこととした．まず，本教科書
（CD付）本体は，企業（出版社）の出資により開発
する．一方，本教科書の教授用資料（内訳：DVD教材，
指導マニュアル冊子，教授CD，授業用パワーポイン
ト資料）は，機構ビジョン推進経費により開発する．
また，著作権については，教科書及び教授用資料と
も，著者に帰属し，教科書の販売権は，開発の出資者
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である企業（出版社）に帰属する．一方，教授用資料
は，販売せず，研究成果として，本教科書を採用する
教員に無償で提供することとする．なお，印税による
収入は，今後，東北大学高度教養教育・学生支援機構
言語・文化教育センターの中国語教材の研究開発，及
び東北大学中国語学習者の授業外活動などの運営費に
充てるものとする．
以上のような産学連携による教科書の開発により，
本事業の研究成果を広く社会に還元しつつ，さらに，
今後の東北大学高度教養教育・学生支援機構における
中国語教材の研究開発，学習活動の推進が期待できる．
３ ．本教科書の開発
３．1　開発するコンテンツ
本教科書は，提案 3 段階学習プロセスによるBLの
ための対面授業用教科書である．すなわち， 3 段階学
習プロセス（趙ほか 2012）（図 1 ）における段階 1「対
面授業による新しい学習」と段階 3 「次回授業による
テスト・発展学習」の学習を提供するものである．ま
た，学習者の学習意欲を高めることができるよう，本
教科書は動機づけの観点から，インストラクショナル
デザイン（Instructional Design）の動機づけ設計理
論であるARCSモデル（Keller・Suzuki 1988; Keller 
2009＝2010）に基づき，動機づけ設計を行う．なお，
段階2「授業後のeラーニング」については，スマー
トフォンを利用して復習を行う学習形態を目指し，現
在，本教科書と並行して，別の研究課題としてその教
材開発に取り組んでいるところであり，別途発表する
予定である．
さて，対面授業用本教科書では，マルチメディア教
材として，教科書（音声CD付き）のほかに，教授用
資料として，映像DVD教材，各課の小テスト及びユ
ニットごとのまとめ試験，各課ごとの詳細な指導マ
ニュアル及び授業用パワーポイント資料も提供される
（表 1 ）．
これにより，開発者以外の他の教員も効果的なBL
を実践することが期待できるが，以上のうち，指導マ
ニュアルとPPT資料については，時間と経費の関係
で，来年度に開発する予定となっている．
３．2　教科書の開発
以上，本教科書は，主に，先に提案したARCSモデ
ルの 4 要因に基づく教材動機づけ設計方針（趙ほか 
2016）（表 2 ）と本機構紀要（第 3 号）に発表する研
究ノート「東北大学初修中国語ブレンディッドラーニ
ング用教科書の設計」で明らかにした設計手法に基づ
き，設計し，開発するものである．ここでは，開発さ
れる教科書の概要とイメージについて述べる．
本教科書は，学習内容を分かりやすく提示し，楽し
い雰囲気を醸し出すために，A 5 判，カラー印刷で開
発する予定である．また学習しやすいように，教科書
の巻頭には，各課の構成を示すサンプル図を掲げ，学
習内容，学習の流れ，学習方法，学習到達点を提示す
る．巻末には，語彙索引のほかに，重要文のまとめも
用意し，学習者が容易に学習内容を検索したり，整理
することができるようにする．
教科書は，「発音編」（ 6 回分授業）1）と12課構成の
「本課編」（24回分授業）からなり，「本課編」では，
各12課それぞれが日本の大学生にとって身近な12の話
題を取り上げ，学習者に学習内容との一体感を抱かせ
るようにする．また，学習において着実に成功できる
ようにするために，各課はそれぞれ 6 ページで，「語彙，
会話，文法， 4 技能，確認，発展」という六つの内容
からなり， 3 段階学習プロセスの段階 1 と段階 3 の
様々な学習活動を提供するとともに，スモールステッ
プで一歩ずつ学習を進める形態とする（図 2 ，表 3 ）．
ここで，第 1 課「你贵姓？（あなたのお名前は？」
を例としながら，開発される本教科書の概要とイメー
ジについて述べる．図 1 　 ３ 段階学習プロセス
表 1 　開発するコンテンツ
（ 1 ） 教科書（音声CD付き）
（ 2 ） 教授用資料
　　・映像DVD教材
　　・小テストとユニット試験（音声CD付き）
　　・指導マニュアルと授業用パワーポイント資料
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この課の 1 ページ目では，まず，話題「自分と他者」
及び学習到達目標（Can-do）「名前，国籍，出身，身分，
電話番号について会話できる」を提示することで，学
習内容の重要性と有用性を明確に示す．次に，話題に
関する語彙（ 8 語）を導入し，その意味，発音及びそ
れら語彙を使用したフレーズや文を学習する（図 3 ）．
2 ページ目では，話題に関連し，新入生にとって身
近な場面として，「キャンパスでの出迎い」と「寮で
の初対面」を設定し，三つのミニ会話（各会話：4 句）
を通して，名前，国籍，出身，身分，電話番号のたず
ね方と答え方を学習する．また，ページの一番下に，
各会話の流れにそって，学習者が自身のことを話すと
いう練習も用意されている．そのほか，各課会話にお
いては，学習する文法事項を赤字で明示して注意を喚
起したり，学習しやすいように，新出語彙の注釈を提
示する語彙ボックスも用意した（図 4 ）．
3 ページ目では，文法事項について，複雑な説明を
避け，構造的に文型を提示するとともに，シンプルな
例文を添える．また，必要に応じて，イラストのパン
ダ先生による一言の説明を用意し，気軽に楽しく文法
を学習することができるように工夫した（図 5 ）．
4 ページ目では， 4 技能の前半として，聞く練習と
話す練習を行う．まず，聞く練習では，様々なミニリ
スニングを通して，国籍，出身，身分，電話番号など
の聞き取りを行う．ここでは，学習者が取り組みやす
表 2 　ARCSモデルに基づく教材動機づけ設計方針
ARCS 本教材動機づけ設計方針
注意
（A）
1．視覚的効果
印象的なイラストを選定し，その際，特に楽しい雰
囲気を醸し出すことに留意するようにする．
2．フォーマットの変化
多様な練習を用意し，また各練習に応じて異なる練
習形式を用い，練習の内容構成と提示方法にバリ
エーションを持たせる．
3．機能的な統合
学習内容を示す音声，動画，文字を統合的に提示し，
会話の理解及び語彙と表現の記憶を助ける．
関連性
（R）
4．具体性提示のイラスト
イラストを使用して語彙や会話の具体的なイメージ
を提示し，学習内容に親しみやすさを持たせる．
5．身近な題材
学習者にとって身近な話題や実生活に関連した事柄
を取り上げることで，学習者に学習内容との一体感
を抱かせる．
6．重要性と有用性
コミュニケーション重視の観点から，自己表現やコ
ミュニケーションに必要な語彙と文例を中心にし
て，学習内容を作成し，そのテーマを学習目標とし
て明示することで，学習内容の重要性と有用性を示
す．
自信
（C）
７．目標と学習事項
学習目標，学習事項，話題と場面などを各課のトッ
プに明確に示す．
8．スモールステップ
着実に成功できるようにするために，スモールス
テップで一歩ずつ進める形で学習内容を提示する．
9．適切な難易度
練習問題は，やればできるレベルとする．
満足感
（S）
10．応用問題
新しく学んだ語彙や文型の応用ができる4技能練習
を設ける．
11．発表への転移
コミュニケーション重視の観点から，学習内容が発
表に活用できるように，語彙や文例を選定して，教
材を構成する．
12．目標と内容，テストの一貫性
各学習内容とテストに一貫性があり，かつ学習目標
に合わせて用意する．
表 ３ 　各内容の形式及び分量
内容 形式（分量） 頁
語彙 意味確認→音読→応用練習（ 8 語） 1
会話 会話及びその模擬練習（ 4 句× 3 ） 2
文法  文法事項の解釈（ 4 項目） 3
4 技能
聞く・話す・書く・読む（各練習約 3 ～
6 問）
4-5
確認 和文中訳（ 6 問）
6
発展
自己紹介やインタビュー，寸劇発表など
のコミュニケーション言語活動
語　彙
話題関連語彙の学習
会　話
モデル会話の学習と練習
文　法
文法事項の学習
発　展
コミュニケーション活動
確　認
和文中訳による確認
4技能
四つの技能の練習
図 2 　各課の内容構成
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いように，イラストを提示するとともに，○×をつけ
たり，空欄を埋めたりするなど，多様な練習形式を設
けている．次に，話す練習では，学習者に人気のある
有名人を取り上げ，彼らの名前や国籍について会話す
る形式をとり，学習者の興味を引くことができるよう
に工夫した（図 6 ）．
5 ページ目の 4 技能の後半である読む練習と書く練
習では，異なる三人の自己紹介を読んだり，また，モ
デル文を参考して自己紹介を書いたりする練習を用意
し，学習事項の定着を図るとともに，実コミュニケー
ションに繋がる内容とする（図 7 ）．
最後の 6 ページ目では，確認と発展学習を行う．ま
ず，確認では，和文中訳の形式で，名前，国籍，出身，
身分，電話番号のたずね方と答え方が習得できたかを
確かめる．次に，発展学習では，コミュニケーション
言語活動として，上記の書く練習でまとめた自己紹介
を発表する（図 8 ）．
以上，第 1 課を例としながら，開発される実教材の
概要とイメージを述べた．
なお，本教科書の開発は， 2 章に述べたように，産
学連携事業として，東北大学と企業（出版社）による
共同開発となっている．今回は，大学語学教科書を専
門とする株式会社朝日出版社が，本事業の研究開発の
趣旨をよく理解し，出資の意向を示したことにより，
同社と共同開発する運びとなった．
現在の進行状況は，出版社による教科書のデザイン，
組見本などを作成しているところで，年明けから，イ
ラスト組みと原稿の校正に入り，新年度の実授業での
使用に向けて，年度内に教科書を完成する予定となっ
ている．
図 ３ 　p. 1：話題と目標，語彙（仮のイメージ；以下同様） 図 4 　p. 2：会話
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図 5 　p. ３：文法
図 7 　p. 5： 4 技能の後半（読む・書く）
図 6 　p. 4： 4 技能の前半（聞く・話す）
図 8 　p. 6：確認・発展
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３．３　DVD教材の開発
対面授業において，効果的に題材内容を導入し，新
出文法・語彙を提示するとともに，理解と運用を促進
するために，本事業の開発の一環として，教科書と音
声CDのほかに，映像DVDを開発している．また，
学習者が学習内容により興味を抱き，中国語に対する
学習意欲を高めることができるように，本課の会話部
分にストーリー性をもたせるとともに，各課会話の内
容をスキット化してDVDに収録した．
スキットでは，東北大学を舞台とした中国人交換留
学生（女）と日本人学生（男女各 1 名）の交流を題材
としながら，身近な場面を取り上げるようにしている．
さらに，音読練習として，DVDにはリピート，シャ
ドウイング，ロールプレイの練習映像も用意し，これ
らにより，学習者は，臨場感とともに楽しみながら，
耳や口によるトレーニングを行うことができるように
している．
こうした内容と方針を踏まえ，本DVD教材のス
キット部分の撮影は，東北大学で行うこととした．具
体的には，2016年 9 月20日（火）と 9 月21日（水）の
二日間に，東北大学川内北キャンパス及びユニバーシ
ティ・ハウス片平で撮影を行った（図 9 ，図10）．スキッ
トの出演者は，中国で子役として有名であった丫丫（ヤ
ヤ）さん，東北大学法学部 2 年生 1 名（女），仙台の
専門学校学生 1 名（男）の 3 名である（図11）．一方，
音読練習の撮影は，2016年11月 2 日（水）に東京のス
タジオで行い，音読の担当は，NHK中国語テレビ講
座のレギュラー出演者でもある段文凝さんに依頼した．
なお，本DVD教材の撮影及び製作は，大学語学映
像教材の作成を多く手掛けてきた株式会社フィクスに
依頼した．現在，DVD教材開発の進行状況は，デー
タの編集作業が行われているところで，年明けから，
教材の校正に入り，年度内に完成する予定となってい
る．
4 ．まとめ
本事業は，東北大学の初修中国語BLにおける，効
果的なBL用教科書及びその指導法の開発，モデル化
を目指すものである．これまで，我々は，東北大学基
礎中国語BL用教科書及びその指導法と評価方法の設
図 9 　撮影風景（合同研究棟ロビー）
図10　撮影風景（合同研究棟101ラウンジ）
図11　スキットの出演者
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計方針を提案し，BL用教科書の設計手法を明らかに
した．本平成28年度においては，主に，先に提案した
ARCSモデルに基づく教材動機づけ設計方針と本機構
紀要（第 3 号）で明らかにした本教科書の設計手法に
基づきながら，効果的で動機づけの高いBL用教科書
並びにマルチメディア教材の設計と開発に取り組んで
きたが，本報告では，開発経緯に合わせて，開発の現
状と成果について報告した．
今後の課題としては，本教科書の指導マニュアル，
授業用PPT資料を開発するとともに，実授業を対象
に提案の有効性評価実験を行い，モデル化を図る予定
である．
注
1 ）発音編は，基本的に第一著者（ほか）が以前に開発
した初修中国語BL教科書『中国語のToBiRa（トビラ）』
（朝日出版社 2013）の当該部分を流用する予定としてい
る．
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